
 

 

 
 
 

 

「脇田
わ き た

 六
ろく

瓶
へい

展」を開催します 
財団法人岐阜県産業経済振興センター(岐阜市)では、「ＴＡＫＵＭＩ工房 県民ギャラ

リー」(JR 岐阜駅・アクティブＧ)において、「脇田 六瓶展」を開催します。 

 今回は、脇田六瓶氏がふるさとをテーマに描き続けている中で、なんでもないような姿

に心をとめて描いたアクリル画、パステル画などを紹介します。 

氏の作品の他に、氏の父である故 脇田
わ き た

 畦
けい

牛
ぎゅう

氏（日本画家）の作品を５点ほど展示し

ます。 

会場では、アクリル画、パステル画、水彩画など作品約３０点が展示・販売されます。 

なお期間中、毎日１０時～１７時（最終日は１６時）まで氏がご案内する予定です。 

                          
１ 期 間   平成２１年２月２１日（土）～２月２８日（土） 
          １０：００～１９：００  最終日は１６：００まで 

           
２ 場 所   ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ ３階 県民ギャラリー    ★入場無料 

         （岐阜市橋本町１－１０－１）  
 
３ 主 催   （財）岐阜県産業経済振興センター 
 

４ 企 画   脇田 六瓶（わきた・ろくへい）   
 

５ 経 歴  １９４２ 岐阜市に生まれる   

        １９５２～１９５６ 杉山祥司氏（岐阜市・水墨画家） 
山田新吉氏（岐阜市・洋画家）に学ぶ 

        １９６２～１９７２ 上原欽二氏（名古屋市・洋画家）に学ぶ 
       現在 春陽会（絵画部）会員＊ 

          ＊1922 年（大正 11 年）院展洋画部の小杉放庵、森田恒友と草土社の岸田劉生、中川一政

等に梅原龍三郎を加えたメンバーの合同によって誕生した春陽会は、現在絵画部・版画

部の会員・会友を合わせて 600 名を超える団体。 

出展によせて（脇田六瓶） 

何も考えずに手仕事的な絵を描くならば、絵の勉強をしてきた私の絵ではないと思う。 

自然・あらゆる事象などを見て見て！頭脳で感じそれを私の手で描画する。 

丁寧ならくがき的半抽象の「白髪おやじの抽象画」にご期待ください。 

平成 21 年 2 月 16 日 県政記者クラブ・岐阜経済記者クラブ 
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